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松
代
藩
第
六
代
藩
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真
田
幸
弘
と
遊
歌
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・
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所
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幸
弘
の
和
歌
活
動 

  

松
代
藩
第
六
代
藩
主
真
田
幸
弘
は
、
江
戸
時
代
以
来
、
菊
貫
・
象
麿
・
白
日
庵
・

馬
逸
等
多
く
の
俳
号
を
持
つ
俳
人
大
名
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
。
郡
山
藩
主
柳
沢

の
ぶ
と
き

信
鴻
（
享
保
九
〈
一
八
二
四
〉
―
寛
政
四
〈
一
七
九
二
〉
、
俳
号
・
米
翁
、
幸
弘

の
叔
父
）
の
文
芸
サ
ロ
ン
に
出
入
り
し
、
点
取
俳
諧
の
指
南
を
受
け
て
い
た
こ
と
が
、

柳
沢
信
鴻
『
宴
遊
日
記
』
（
一
三
巻
二
六
冊
、
信
鴻
致
仕
後
の
安
永
二
年
〈
一
七
七

三
〉
～
天
明
五
年
〈
一
七
八
五
〉
ま
で
の
日
記
）
の
記
事
か
ら
わ
か
る
。
た
く
さ
ん

の
江
戸
座
の
俳
人
と
も
交
流
が
あ
り
、
何
人
か
を
松
代
に
招
い
て
も
い
る
。
七
十
数

名
の
大
名
と
俳
諧
を
通
じ
た
交
友
関
係
を
も
ち
、
大
名
・
旗
本
・
藩
士
ら
と
巻
い
た

百
韻
は
伝
来
す
る
も
の
だ
け
で
九
百
巻
に
及
ぶ
。
俳
諧
の
座
の
主
催
者
あ
る
い
は
連

衆
だ
っ
た
だ
け
で
は
な
く
、
点
者
と
し
て
他
の
大
名
俳
人
ら
が
巻
い
た
巻
に
点
数
を

付
け
て
い
た
こ
と
も
わ
か
っ
て
い
る
。 

 

一
方
で
、
幸
弘
は
、
俳
諧
活
動
だ
け
で
は
な
く
、
和
歌
活
動
も
行
っ
て
い
た
。
宝

暦
三
年
（
一
七
五
三
・
幸
弘
一
三
歳
）
ご
ろ
賀
茂
真
淵
（
元
禄
一
〇
〈
一
六
九
七
〉

～
明
和
六
〈
一
七
六
九
〉
）
に
和
歌
の
指
導
を
受
け
、
寛
政
五
年
（
一
七
九
三
・
幸

弘
五
四
歳
）
に
は
堂
上
歌
人
・
日
野

す

け

き

資
枝
（
元
文
二
年
〈
一
七
三
二
〉
～
享
和
元
年

〈
一
八
〇
一
〉
）
に
入
門
し
た
。 

 

井
上
敏
幸
氏
は
、
寛
政
五
年
（
一
七
九
四
）
幸
弘
が
堂
上
歌
人
・
日
野
資
枝
に
入

門
を
果
し
た
の
は
、
「
大
名
家
と
和
歌
と
政
治
の
つ
な
が
り
を
、
定
信
の
考
証
を
通

し
て
理
解
す
る
」
よ
う
に
な
っ
た
か
ら
で
は
な
い
か
と
推
論
す
る
（
「
真
田
幸
弘
の

俳
諧
―
真
田
幸
弘
の
俳
諧
資
料
―
」
平
成
十
七
年
度
～
十
九
年
度
科
学
研
究
費
補
助
金
基
盤
研
究

（
Ｂ
）
研
究
成
果
報
告
書
『
近
世
中
・
後
期
松
代
藩
真
田
家
代
々
の
和
歌
・
俳
諧
・
漢
詩
文
及
び

諸
芸
に
関
す
る
研
究 

論
文
篇
・
資
料
篇 

第
一
部
』
、
平
成
二
〇
・
三
）
。 

宝
物
館
に
伝
来
す
る
幸
弘
の
和
歌
資
料
は
、
寛
政
年
間
に
集
中
し
て
お
り
、
井
上
氏

の
推
論
を
裏
付
け
る
。
真
田
宝
物
館
に
は
幸
弘
の
和
歌
関
係
書
と
し
て
、
次
の
も
の

が
伝
来
す
る
。 

 

①
幸
弘
の
和
歌
師
匠
遊
歌
の
書
簡
、
日
野
資
枝
の
加
点
和
歌
懐
紙 

②
賀
集 

 
 

③
算
賀
集 

 

④
詠
草 

 
 

⑤
和
歌
俳
諧
紀
行
（
画
巻
『
青
葉
蔭
』
・
紀
行
文
『
湘
南
紀
行
』
） 

⑥
遺
稿
和
歌
集 

上
下
二
冊 

  

①
は
真
田
家
に
と
っ
て
重
要
な
も
の
で
、
遊
歌
が
堂
上
の
日
野
家
と
真
田
家
と
の

仲
立
ち
を
し
て
い
た
こ
と
を
示
す
。
資
枝
か
ら
の
書
状
は
直
接
幸
弘
に
出
さ
れ
る
の

で
は
な
く
、
遊
歌
を
介
し
て
や
り
と
り
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
資
枝
が
点
を
い

れ
た
懐
紙
も
、
資
枝
か
ら
い
っ
た
ん
遊
歌
に
届
け
ら
れ
、
そ
の
あ
と
遊
歌
が
真
田
家

へ
届
け
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
和
歌
懐
紙
は
寛
政
五
年
（
一
七
九
三
）
～
八
年
（
一

七
九
六
）
の
間
の
五
枚
。
幸
弘
の
和
歌
二
、
三
首
に
対
し
て
、
一
首
な
い
し
二
首
に

資
枝
の
長
点
が
つ
け
ら
れ
て
い
る
。
「
御
褒
詞
あ
り
」
と
包
に
書
か
れ
て
い
る
も
の



130 
 

も
あ
り
、
す
べ
て
が
ま
と
め
て
「
天
真
院
様
御
歌
／
京
都
日
野
家
ゟ
御
墨
引
」
と
書

か
れ
た
畳
紙
に
包
ま
れ
て
い
る
。 

 

②
の
賀
集
の
最
初
の
も
の
は
、
松
代
の
海
津
城
に
つ
が
い
の
鶴
が
飛
来
し
た
こ
と

を
瑞
祥
と
し
て
編
纂
さ
れ
た
『
と
も
づ
る
』
二
冊
（
天
明
七
年
〈
一
七
八
七
〉
）
で

あ
る
。
幸
弘
の
甥
で
あ
る
松
平
定
信
（
宝
暦
八
年
〈
一
七
五
八
〉
―
文
政
一
二
年
〈
一

八
二
九
〉
）
の
歌
が
巻
頭
に
掲
げ
ら
れ
る
。
こ
の
年
定
信
は
老
中
首
座
に
昇
進
し
て

い
る
。
そ
の
ほ
か
、
将
軍
家
斉
の
嫡
男
誕
生
に
か
か
わ
る
儀
式
で

ご
へ
い
と
う

御
箆
刀
役
を
務
め

た
記
念
の
『
む
ら
た
け
』
（
寛
政
四
年
〈
一
七
九
二
〉
）
一
冊
と
日
野
家
へ
の
和
歌

入
門
記
念
の
『
は
し
だ
て
』
（
寛
政
五
年
〈
一
七
九
三
〉
）
一
冊
で
あ
る
。
い
ず
れ

も
幸
弘
治
世
の
め
で
た
さ
を
象
徴
す
る
も
の
と
い
え
る
。 

 

③
の
算
賀
集
は
、
『
に
ひ
杖
』
一
冊
（
四
〇
歳
）
、
『
わ
か
み
と
り
』
一
冊
（
五

〇
歳
）
、
『
千
と
せ
の
寿
詞
』
二
冊
（
六
〇
歳
・
七
〇
歳
）
で
、
正
室
を
は
じ
め
と

す
る
親
族
、
大
名
、
旗
本
、
藩
士
と
そ
の
縁
者
等
が
寄
せ
た
和
歌
、
俳
諧
、
漢
詩
を

収
め
る
。
『
わ
か
み
と
り
』
及
び
『
千
と
せ
の
寿
詞
』
に
は
付
本
と
し
て
記
念
の
贈

答
品
目
録
も
備
わ
る
。
真
田
家
の
交
遊
関
係
の
推
移
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。 

 

④
の
「
詠
草
」
の
う
ち
遊
歌
の
添
削
資
料
は
年
代
ご
と
に
整
理
さ
れ
て
い
る
も
の

と
、
年
代
未
詳
の
も
の
と
が
あ
る
。 

年
代
が
わ
か
っ
て
い
る
も
の
に
は
、
遊
歌
に
よ
る
と
思
わ
れ
る
添
削
の
朱
入
れ
が

あ
る
。
遊
歌
が
幸
弘
の
詠
草
に
加
点
・
添
削
し
た
も
の
を
後
に
ま
と
め
た
も
の
で
あ

ろ
う
。
寛
政
三
年
（
一
七
九
二
）
か
ら
寛
政
六
年
（
一
七
九
五
）
ま
で
の
一
二
冊
と
、

寛
政
七
年
（
一
七
九
六
）
か
ら
寛
政
一
一
年
（
一
七
九
八
）
ま
で
の
一
〇
冊
に
二
分

割
さ
れ
帙
に
納
め
ら
れ
る
。
詳
細
な
内
容
調
査
は
今
後
の
課
題
で
あ
る
が
、
こ
と
ば

の
使
い
方
や
歌
の
内
容
、
漢
字
表
記
に
い
た
る
ま
で
細
か
な
添
削
が
行
わ
れ
、
点
取

和
歌
で
の
得
点
が
記
さ
れ
た
も
の
が
多
く
、
幸
弘
の
歌
道
修
練
の
よ
う
す
を
う
か
が

う
こ
と
が
で
き
る
。
日
野
資
枝
へ
の
入
門
が
寛
政
五
年
（
一
七
九
四
）
で
あ
る
か
ら
、

入
門
を
前
に
遊
歌
に
和
歌
指
導
を
し
て
も
ら
い
、
入
門
後
も
そ
れ
が
続
い
て
い
た
こ

と
が
わ
か
る
。
中
に
は
日
野
資
枝
の
元
に
送
っ
た
と
い
う
付
箋
が
貼
ら
れ
て
い
る
も

の
も
あ
る
。
今
回
も
っ
と
も
早
い
時
期
、
寛
政
三
年
〈
一
七
九
二
〉
の
第
一
冊
を
翻

刻
し
た
。 

詠
草
類
の
う
ち
年
代
未
詳
の
も
の
は
、
『

み

や

こ

花
洛
の
草
結
』
（
三
冊
）
及
び
『
和
歌

詠
草
』
（
一
冊
）
と
題
し
て
長
点
が
か
け
ら
れ
た
類
題
和
歌
集
で
あ
る
。
詳
細
に
つ

い
て
は
今
後
さ
ら
な
る
調
査
が
必
要
だ
が
、
遊
歌
の
添
削
資
料
の
中
か
ら
抽
出
さ
れ

た
も
の
も
含
ま
れ
る
。 

 

⑤
は
幸
弘
が
一
〇
年
か
け
て
幕
府
に
願
い
出
て
よ
う
や
く
許
可
さ
れ
た
文
化
九

年
（
一
八
一
二
）
の
鎌
倉
・
箱
根
へ
の
旅
を
記
し
た
も
の
で
あ
る
。
あ
ら
か
じ
め
幕

府
へ
提
出
し
た
旅
程
表
に
は
な
い
が
か
ね
て
よ
り
の
強
い
願
い
で
西
行
の
鴫
立
庵

を
訪
問
し
た
と
い
う
こ
と
も
書
か
れ
て
い
る
。
画
巻
は
真
景
画
と
和
歌
・
俳
諧
か
ら

な
る
が
、
幸
弘
自
身
が
筆
を
と
っ
た
も
の
と
お
抱
え
絵
師
小
野
正
應
・
書
家
蓑
田
牛

山
に
清
書
さ
せ
た
も
の
と
が
真
田
宝
物
館
に
伝
来
す
る
。 

 

⑥
は
幸
弘
没
後
、
側
近
・
岩
下
左
源
太
（
宝
暦
五
年
〈
一
七
五
五
〉
―
天
保
六
年

〈
一
八
三
五
〉
、
雅
号
・

き

よ

き

清
酒
）
に
よ
っ
て
編
集
・
筆
録
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
中

本
二
冊
の
写
本
で
、
題
・
題
簽
と
も
な
い
が
、
跋
文
が
あ
り
、
遺
稿
和
歌
集
で
あ
る

こ
と
が
わ
か
る
。
跋
文
に
は
「
文
化
一
三
年
卯
月
」
の
日
付
が
あ
り
、
「
清
酒
謹
言
」

と
書
か
れ
る
。
幸
弘
は
文
化
一
二
年
（
一
八
一
五
）
八
月
に
亡
く
な
っ
た
。
上
巻
は

寛
政
七
年
（
一
七
九
五
）
か
ら
文
化
元
年
（
一
八
〇
四
）
ま
で
の
一
〇
年
間
二
四
三

首
、
下
巻
は
文
化
二
年
（
一
八
〇
五
）
か
ら
同
一
二
（
一
八
一
五
）
年
亡
く
な
る
直

前
ま
で
の
一
一
年
間
二
六
二
首
、
併
せ
て
二
二
年
間
五
〇
五
首
を
収
め
る
。
幸
弘
は

寛
政
十
年
（
一
七
九
八
）
に
致
仕
し
て
い
る
か
ら
、
四
六
年
に
及
ぶ
幸
弘
の
長
い
治

世
の
最
後
の
頃
か
ら
亡
く
な
る
直
前
ま
で
の
歌
集
で
あ
る
。
遊
歌
に
よ
る
添
削
指
導

を
受
け
は
じ
め
て
四
年
経
っ
た
こ
ろ
か
ら
の
歌
が
収
載
さ
れ
る
。 

 
左
源
太
は
、
俳
号
を

か

そ

く

花
足
、

た

い

ふ

太
阜
と
い
い
、
そ
の
ほ
か
に
象
山
窟
、
双
鶴
庵
の
号

を
持
つ
。
幸
弘
没
後
、
七
代
幸
専
、
八
代
幸
貫
に
も
仕
え
た
。
天
明
八
年
（
一
七
八

八
）
に
幸
弘
の
近
習
に
な
っ
た
と
き
三
三
歳
、
幸
弘
は
四
八
歳
だ
っ
た
。
以
来
三
〇

年
間
幸
弘
に
仕
え
た
側
近
だ
っ
た
。
花
足
、
太
阜
の
俳
号
で
幸
弘
の
点
取
俳
諧
に
頻
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繁
に
一
座
し
て
も
い
る
（
点
取
俳
諧
集
『
菊
の
分
根
』
『
菊
畠
』
に
頻
出
）
。
幸
弘

晩
年
の
鎌
倉
・
箱
根
へ
の
旅
に
も
同
道
、
吟
行
し
て
い
る
。
幸
弘
の
側
近
中
の
側
近

で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
彼
は
、
領
内
で
の
教
育
活
動
に
も
積
極
的
で
、
天
明
期
か

ら
文
政
期
ま
で
城
下
で
和
歌
・
国
学
を
講
ず
る
私
塾
・
双
鶴
堂
を
開
い
て
い
た
。
松

代
百
人
一
首
『
松
の
百
枝
』
を
編
集
し
て
も
い
る
。 

 

朱
入
り
の
添
削
詠
草
資
料
は
藩
主
の
歌
作
り
の
実
態
を
示
す
資
料
と
し
て
貴
重

で
あ
る
。
そ
れ
ら
は
屋
敷
の
中
で
自
室
に
籠
っ
て
ひ
と
り
歌
作
に
励
む
勤
勉
な
藩
主

の
姿
を
伝
え
る
。
ま
た
、
歌
の
師
で
あ
る
遊
歌
や
日
野
資
枝
に
対
す
る
真
摯
な
学
び

の
態
度
を
示
し
て
も
い
る
。
一
方
、
遺
稿
集
に
収
め
ら
れ
た
歌
は
、
特
定
の
場
所
で

詠
ま
れ
た
も
の
や
、
特
定
の
人
に
対
し
て
詠
ま
れ
た
も
の
で
あ
る
。
公
的
な
和
歌
活

動
の
足
跡
と
い
え
る
。 

 

こ
れ
ら
真
田
宝
物
館
伝
来
の
和
歌
資
料
の
ほ
か
に
、
国
文
学
研
究
資
料
館
に
寄
託

さ
れ
た
真
田
家
文
書
に
は
、
「
幸
弘
公
御
自
詠
岡
部
衛
士
賀
茂
真
淵
点
」
、
「
和
歌

入
門
誓
詞
案
」
（
「
寛
政
五
癸
丑
年
五
月
／
日
野
家
門
入
誓
詞
中
書
」
の
上
書
あ
り
）
、

歌
集
『
菊
筵
』
が
あ
る
。 

 

ま
た
、
真
田
宝
物
館
と
国
文
学
研
究
資
料
館
に
は
歌
を
し
た
た
め
た
短
冊
も
数
千

枚
伝
来
す
る
。
賀
集
に
寄
せ
ら
れ
た
歌
の
一
部
は
短
冊
帖
と
し
て
美
し
く
装
丁
さ
れ

て
い
る
。 

 
 

 

遊
歌
に
つ
い
て 

  

遊
歌
の
生
没
年
等
詳
細
な
来
歴
は
不
明
だ
が
、
真
田
宝
物
館
に
は
、
遊
歌
の
足

跡
が
多
く
残
さ
れ
て
い
る
。
前
節
で
紹
介
し
た
遊
歌
宛
の
資
枝
書
状
は
、
資
枝
が
点

を
か
け
た
幸
弘
の
和
歌
懐
紙
と
と
も
に
大
切
に
保
存
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
前
節
で

述
べ
た
よ
う
に
、
遊
歌
は
、
安
永
八
年
（
一
七
七
九
）
幸
弘
四
十
歳
の
算
賀
集
『
む

ら
丈
』
に
和
歌
、
天
明
七
年
（
一
七
八
七
）
正
月
に
松
代
の
海
津
城
に
番
の
鶴
が
飛

来
し
て
七
日
間
滞
在
し
た
吉
祥
を
祝
う
歌
集
『
と
も
づ
る
』
に
巻
頭
の
祝
詞
、
寛
政

三
年
（
一
七
九
一
）
竹
千
代
御
箆
刀

ご

へ

い

と

う

役
祝
賀
和
歌
集
『
む
ら
丈
』
、
寛
政
四
年
（
一

七
九
二
）
資
枝
入
門
祝
賀
和
歌
集
『
は
し
だ
て
』
に
和
歌
を
寄
せ
て
い
る
。 

幸
弘
四
十
の
賀
の
到
来
覚
『
む
ら
竹
の
山
彦
』
に
は
「
松
鶴
御
祝
詩
歌
俳
諧
名
籍

集
」
の
筆
頭
に
「
遊
歌
」
が
書
か
れ
、
そ
の
下
に
「
浅
草
境
内
御
出
入
」
と
付
記
さ

れ
る
。 

 

幸
弘
五
十
の
賀
の
と
き
の
『
御
年
賀
御
祝
儀
一
許
』
に
は
「
御
杖
／
御
賀
詠
草
献

上 

冷
泉
家
様
御
門
葉
遊
歌
女
」
と
あ
る
。
真
田
宝
物
館
に
は
遊
歌
が
幸
弘
に
贈
っ

た
杖
一
本
と
杖
袋
二
袋
が
伝
来
す
る
。
杖
袋
に
は
遊
歌
の
祝
歌
「
手
に
と
り
て
君
そ

か
そ
へ
む
こ
の
杖
に
い
ま
よ
り
こ
も
る
千
世
の
よ
は
い
を
」
が
刺
繍
さ
れ
て
い
る

が
、
「
杖
袋
の
歌 

遊
歌
上
」
と
書
か
れ
た
和
歌
懐
紙
も
伝
来
す
る
。
一
組
の
杖
と

杖
袋
は
幸
弘
六
十
の
賀
の
と
き
の
も
の
で
あ
る
こ
と
が
六
十
歳
の
算
賀
集
『
御
こ
と

ほ
き
の
記
』
の
記
述
か
ら
わ
か
る
。
も
う
一
つ
の
杖
袋
に
は
「
す
ゑ
な
か
く
つ
た
ふ

る
家
に
つ
く
杖
は
ゆ
く
ゆ
く
千
代
の
さ
か
へ
を
も
み
む
」
と
い
う
遊
歌
筆
の
和
歌
が

書
か
れ
る
。
杖
は
伝
わ
ら
な
い
。
も
し
か
す
る
と
五
十
歳
の
と
き
に
贈
ら
れ
た
も
の

か
も
し
れ
な
い
。 

 

こ
れ
ら
の
資
料
か
ら
、
幸
弘
と
遊
歌
の
交
遊
は
、
二
十
年
以
上
の
長
き
に
わ
た
る

も
の
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
そ
し
て
、
「
浅
草
御
出
入
」
の
「
冷
泉
家
様
御
門
葉
」

つ
ま
り
、
江
戸
の
冷
泉
家
門
人
で
あ
っ
た
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
。 

 

大
谷
俊
太
氏
が
翻
刻
・
紹
介
し
た
真
田
宝
物
館
に
伝
来
す
る
遊
歌
宛
資
枝
書
状

（
「
真
田
幸
弘
と
和
歌
」
前
掲
井
上
科
研
・
研
究
成
果
報
告
書
）
に
は
、
「
真
田
右
京
大
夫

殿
和
哥
御
相
談
の
事
、
領
事
い
た
し
候
処
、
細
〳
〵
と
の
御
文
給
こ
と
に
も
く
ろ
く

の
通
り
恵
み
給
、
御
ね
ん
入
候
御
事
、
幾
久
し
く
御
い
わ
ゐ
申
入
ま
い
ら
せ
候
」
と

あ
る
。
和
歌
入
門
に
際
し
て
の
幸
弘
の
献
上
品
へ
の
御
礼
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
そ

し
て
「
詠
哥
一
体
教
訓
等
送
り
ま
い
ら
せ
候
」
と
あ
り
、
入
門
を
認
め
て
、
「
詠
哥

一
体
」
と
「
教
訓
」
（
烏
丸
光
栄
「
和
歌
教
訓
十
五
箇
条
」
か
）
を
託
し
て
い
る
。
あ
く

ま
で
も
遊
歌
を
介
し
て
の
や
り
と
り
で
あ
る
こ
と
が
特
徴
的
で
あ
る
。 
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と
こ
ろ
で
、
岩
下
左
源
太
と
同
じ
よ
う
に
幸
弘
の
側
近
で
あ
り
、
ま
た
、

幸
専
・
幸
貫
三
代
に
仕
え
た
鎌
原
桐
山
の
随
筆
『
朝
陽
館
漫
筆
』
に
は
、
桐

山
（
安
永
三
年
一
七
七
四
）
～
嘉
永
五
一
八
五
二
）
は
、
学
問
を
好
み
、
菊

池
南
陽
・
岡
野
石
城
ら
に
学
び
、
自
ら
も
私
塾
朝
陽
館
で
教
え
、
和
歌
・
漢

詩
を
よ
く
し
た
。
『
朝
陽
館
漫
筆
』
に
は
、
和
歌
や
漢
詩
に
関
す
る
記
事
も

多
く
、
日
野
資
枝
の
歌
に
ま
つ
わ
る
事
蹟
や
松
平
定
信
が
折
々
に
詠
ん
だ
歌

な
ど
も
書
き
留
め
ら
れ
て
い
る
。 

辛
未
（
文
化
八
年
一
八
一
一
）
の
年
号
が
書
か
れ
て
い
る
巻
之
廿
八
に
は
「
東

都
の
歌
よ
み
遊
歌
女
」
が
一
晩
で
吟
詠
し
た
春
と
秋
の
季
題
を
番
に
し
て
優

劣
を
問
う
和
歌
十
五
首
を
転
載
す
る
。（
引
用
は
北
信
郷
土
叢
書
第
八
巻
所
収
『
朝

陽
館
漫
筆
』
北
信
郷
土
叢
書
刊
行
会
、
昭
和
一
〇
年
四
月
所
収
の
本
文
に
よ
る
）

。 

 

東
都
の
歌
よ
み
遊
歌
女 

い
に
し
へ
業マ

原マ

朝
臣
小
野
小
町
に
問
給
ひ
し
と
や
ら
ん
春
の
朝
と
秋

の
夕
く 

れ
を
は
じ
め
か
ず
〳
〵
番
ひ
て
い
つ
れ
か
ま
さ
る
と
尋
給

ふ
。
何
と
お
も
ひ
わ
き
て
こ
た
ふ
べ
き
な
ら
ね
ど
、
つ
た
な
き
心
に
も

い
さ
ゝ
か
ひ
く
ま
を
か
い
付
ハ
ベ
ル
は
お
こ
な
り
と
も
お
も
ひ
玉
ふ

ら
ん
、
つ
ゝ
ま
し
な
が
ら
う
と
き
人
の
み
ん
に
も
あ
ら
ず
。
秋
の
夜
の

な
が
き
つ
れ
〳
〵
の
す
さ
み
な
れ
ば
此
ま
々
や
り
す
て
給
へ
と
て
な

ん
。 

 
 

 

春
の
朝
と
秋
の
夕
暮 

う
ち
霞
む
木
の
め
も
春
の
あ
し
た
よ
り
く
さ
は
露
そ
ふ
秋
の
夕
ぐ
れ
。 

 
 

 

鶯
と
郭
公
と 

 
 

鶯
の
簷
に
来
て
鳴
初
音
よ
り
も
も
ら
す
枕
の
山
ほ
と
ゝ
ぎ
す
。 

 
 

 

花
の
夕
に
月
の
う
つ
る
と
秋
の
月
の
尾
花
を
照
ら
す
と 

 
 

秋
の
夜
の
尾
花
を
て
ら
す
そ
れ
よ
り
も
花
に
匂
へ
る
夕
月
の
か
け
・ 

 

 

こ
れ
は
御
伽
草
子
『
四
十
二
の
物
あ
ら
そ
ひ
』
に
基
づ
く
『
小
町
業
平
歌

問
答
』
（
吉
海
直
人
「
新
出
『
小
町
業
平
歌
問
答
』
二
点
の
紹
介
と
翻
刻
」
同
志
社
女

子
大
学
日
本
語
日
本
文
学
）
第

18
号
、
平
成
一
八
年
六
月
）
を
ま
ね
て
遊
歌
が
秋
の

夜
長
に
「
物
あ
ら
そ
ひ
」
の
題
を
た
て
て
歌
を
詠
ん
だ
も
の
で
あ
る
。
以
下
、

「
牡
丹
と
菊
と
」
「
藤
と
杜
若
と
」
「
ひ
ば
り
と
雁
と
」
と
続
く
。
そ
し
て
、

季
題
を
離
れ
て
様
々
な
情
況
で
の
対
比
の
題
に
変
化
す
る
。
「
暑
さ
の
強
き

に
風
の
い
と
涼
し
く
吹
入
る
と
寒
さ
の
堪
か
た
き
日
の
出
て
あ
た
ゝ
か
な

る
と
」
「
雨
の
つ
ゝ
き
て
日
の
出
る
を
待
と
日
の
照
り
続
て
雨
を
乞
ふ
と
」

「
に
く
き
人
の
情
け
ふ
か
き
と
お
も
ふ
人
の
つ
れ
な
き
」
。
さ
ら
に
、
歴
史

上
の
人
物
の
「
物
あ
ら
そ
ひ
」
が
続
く
。
再
び
引
用
し
て
み
よ
う
。 

 

定
家
卿
の
心
高
き
と
実
隆
公
の
戦
中
も
い
と
は
ず
敷
島
の
道
を
な
ら

し
給
ふ
心
広
さ
と 

木
高
き
も
何
に
く
ら
べ
ん
小
倉
山
よ
ゝ
吹
つ
た
ふ
峰
の
ま
つ
風
。 

 
 

 

寂
蓮
法
師
と
西
行
法
師
と 

わ
か
れ
す
よ
そ
の
色
と
な
き
槇
の
葉
も
鴫
立
沢
も
同
じ
夕
暮
。 

 
 

 

吉
田
兼
好
と
宗
祇
法
師
と 

徒
然
に
世
を
そ
む
く
よ
り
に
ゐ
は
り
に
筑
波
に
高
き
名
ぞ
残
り
け
る
。 

 
 

 

清
少
納
言
と
紫
式
部
と 

巻
あ
け
し
こ
し
の
外
山
の
雪
よ
り
も
石
山
寺
の
秋
の
夜
の
月
。 

  

機
智
に
富
ん
だ
歌
が
並
ん
で
い
る
。
一
晩
の
遊
び
で
こ
れ
を
詠
ん
だ
こ
と

を
伝
え
ら
れ
た
人
が
面
白
く
思
っ
て
書
き
留
め
た
の
を
、
桐
山
も
興
味
深
く

思
っ
て
書
き
と
め
た
の
だ
ろ
う
。 

『
朝
陽
館
漫
筆
』
記
事
の
記
載
年
月
は
必
ず
し
も
巻
の
編
集
年
と
は
限
ら

ず
、
記
載
順
も
時
系
列
に
し
た
が
っ
て
は
い
な
い
よ
う
だ
。
右
の
遊
歌
の
記

事
の
直
前
に
は
、
寛
政
六
年
（
一
七
九
四
）
二
月
十
六
日
に
「
鎮
目
軍
記
勝
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勇
」
な
る
「
奥
支
配
方
」
を
通
じ
て
「
上
々
様
方
」
よ
り
幸
弘
正
室
三
代
姫

（
真
松
院
・
白
河
藩
初
代
藩
主
松
平
定
賢
娘
）

に
「
御
自
筆
御
短
冊
」
が
下
さ
れ

た
と
し
て
、
短
冊
の
歌
を
記
し
て
い
る
。
ま
た
、
そ
の
直
後
に
は
、
次
の
よ

う
な
記
事
が
載
る
。 

 

花
落
て
実
を
む
す
び
木
の
め
き
ざ
し
て
古
葉
お
つ
。
花
こ
そ
ち
ら
め

と
か
や
い
ひ
け
ん
、
も
と
の
根
さ
し
の
さ
か
ふ
れ
ば
、
花
も
木
の
葉

も
落
る
に
こ
そ
、
ま
し
て
仙
人
の
汲
て
ふ
菊
の
下
水
ふ
か
き
よ
ろ
こ

び
は
ま
し
侍
ら
め
や
。
こ
と
な
き
方
よ
り
ほ
の
こ
こ
ゑ
給
ふ
こ
と
の

侍
れ
ば
、
お
ほ
け
な
く
も
こ
と
ふ
き
な
る
と
て 

さ
は
か
り
と
思
は
ぬ
菊
の
下
水
も
落
て
千
と
せ
の
淵
と
こ
そ
な
れ
。 

右
は
柳
営
に
て
蓮
の
飯
の
向
ふ
に
付
候
さ
し
鮭
と
や
ら
ん
御
給
仕
の

仕
落
に
や
、
御
畳
に
落
け
る
と
な
ん
、
是
を
御
台
様
深
く
御
心
に
懸

さ
せ
ら
れ
し
を
、
御
老
女
の
内
遊
歌
に
学
べ
る
方
の
内
々
同
人
へ
御

咄
被
成
候
付
、
人
し
れ
ず
読
て
さ
ゝ
け
し
と
か
や
。
遊
歌
は
柳
営
へ

も
出
候
よ
し
。
こ
れ
は
女
中
か
た
の
御
学
び
成
候
故
な
る
べ
し
。 

其
御
局
な
る
に
や
睦
月
の
は
し
め
祝
の
膳
の
は
し
取
落
し
ぬ
る
と

て
、
深
ふ
心
い
た
ま
せ
給
ひ
、
遊
歌
に
も
咄
あ
り
け
れ
けマ

マ

ば
取
初
る

は
し
も
折
得
て
悦
の
数
ま
た
る
べ
き
あ
ら
玉
の
春
。 

右
遊
歌
詠
の
数
々
寛
政
五
丑
の
年
八
月
金
井
清
次
ぬ
し
よ
り
お
く
り

給
へ
る 

  

大
奥
に
仕
え
る
女
中
た
ち
が
御
台
所
の
御
前
で
給
仕
を
し
て
い
て
鮭
や

箸
を
取
り
こ
ぼ
す
粗
相
が
あ
っ
た
と
き
に
、
そ
の
話
を
聞
き
及
ん
だ
遊
歌

が
、
粗
相
を
慶
事
に
転
化
す
る
寿
ぎ
の
歌
を
詠
ん
だ
こ
と
を
伝
え
る
エ
ピ
ソ

ー
ド
で
あ
る
。
こ
こ
か
ら
も
機
智
に
富
ん
だ
遊
歌
の
柔
軟
な
態
度
と
、
そ
の

よ
う
な
ハ
プ
ニ
ン
グ
が
あ
っ
た
と
き
に
奥
女
中
た
ち
か
ら
相
談
を
持
ち
か

け
ら
れ
る
だ
け
の
存
在
感
あ
る
人
物
で
あ
っ
た
こ
と
も
わ
か
る
。
「
御
老
女

の
内
遊
歌
に
学
べ
る
方
」
が
遊
歌
に
相
談
し
た
と
あ
る
か
ら
、
冷
泉
家
門
人

と
し
て
奥
向
き
の
女
中
た
ち
の
和
歌
指
導
を
し
て
い
た
女
性
だ
と
い
え
る
。

こ
の
こ
と
を
金
井
清
次
こ
と
岩
下
左
源
太
か
ら
聞
い
た
の
が
寛
政
五
年
（
一

七
九
四
）
の
こ
と
で
、
記
事
の
な
か
に
「
遊
歌
は
柳
営
へ
も
出
候
よ
し
」
と

あ
る
。
ち
ょ
う
ど
幸
弘
が
資
枝
入
門
を
果
し
た
年
で
あ
る
。
か
つ
て
の
遊
歌

の
事
蹟
や
詠
草
を
書
き
留
め
た
も
の
が
あ
り
、
そ
れ
を
読
ん
だ
左
源
太
が
書

き
留
め
て
桐
山
に
知
ら
せ
、
桐
山
が
こ
こ
に
転
記
し
た
も
の
の
よ
う
だ
。 

 

以
上
の
『
朝
陽
館
随
筆
』
の
記
事
か
ら
、
遊
歌
が
江
戸
在
住
の
柳
営
女
流

歌
人
で
あ
り
、
冷
泉
家
門
人
と
し
て
、
直
接
日
野
資
枝
と
書
状
を
や
り
と
り

で
き
る
立
場
の
人
物
で
あ
っ
た
こ
と
、
大
奥
に
仕
え
る
老
女
た
ち
の
和
歌
指

導
者
で
も
あ
り
、
相
談
役
で
も
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。 

＊
柴
桂
子
氏
は
、
尾
張
国
名
古
屋
の
寺
島
恒
固

つ
ね
も
と

『
梅
処

ば
い
し
ょ

漫
筆
』
に
掲
載
さ
れ
る
「
月
五

十
首
詠
哥
」
の
作
者
「
遊
歌
」
を
、
こ
の
遊
歌
と
同
一
人
物
で
は
な
い
か
と
類
推
す
る
。

「
江
戸
浅
草
馬
町
ニ
住
ス 

モ
ト
尾
張
侯
ノ
老
女
ヲ
勤
メ
後 

致
仕
シ
テ
浅
草
ニ
ス
ミ

手
習
ヒ
ト 

和
歌
ヲ
師
範
セ
シ
」
と
い
う
添
書
き
と
、
前
に
書
い
た
『
む
ら
竹
の
山
彦
』

「
浅
草
境
内
御
出
入
」
の
記
事
と
「
浅
草
馬
町
」
を
結
び
付
け
て
の
こ
と
で
あ
ろ
う
が
、

浅
草
境
内
す
な
わ
ち
浅
草
寺
と
、
浅
草
馬
町
は
別
の
場
所
で
あ
る
。
ま
た
、
遊
歌
が
尾

張
家
の
転
陵
院
に
仕
え
て
い
た
の
で
は
な
い
か
、
そ
し
て
、
転
陵
院
が
安
永
七
年
（
一

七
七
八
）
に
没
し
て
か
ら
江
戸
に
下
り
、
宗
武
の
次
男
で
あ
る
定
信
の
紹
介
で
真
田
家

に
出
入
り
す
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
す
る
が
、
そ
う
で
は
な
い
だ
ろ
う
。 

と
こ
ろ
で
、
和
歌
詠
草
第
二
冊
の
最
終
丁
に
は
次
の
よ
う
な
幸
弘
と
遊
歌
と
の
や
り

と
り
が
あ
る
。
遊
歌
記
述
部
分
（
斜
体
）
は
朱
筆
で
あ
る
。 

 
ゆ
か
女
に
お
く
る 

吹
送
る
風
の
た
つ
き
を
言
の
葉
に
咲
そ
ふ
花
の
匂
ひ
ま
つ
ら
し 

→
（
添
削
後
）
吹
送
る
風
の
た
つ
き
を
言
の
葉
に
咲
そ
ふ
花
の
匂
ひ
を
そ
ま
つ 
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ゆ
か
上 

心
な
き
風
に
た
く
へ
て
言
の
葉
の
は
な
の
色
香
の
あ
せ
な
ん
は
お
し
と 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

か
り
こ
ま
り
入
候 

 
 

第
二
冊
は
、
第
一
冊
と
同
じ
く
題
簽
に
寛
政
三
年
（
一
七
七
一
）
と
あ
る
。
遊
歌

に
歌
の
指
導
を
受
け
る
よ
う
に
な
っ
た
幸
弘
が
、
遊
歌
と
の
や
り
と
り
に
感
謝
と
喜

び
を
こ
め
て
歌
を
詠
ん
だ
の
だ
ろ
う
。
自
分
が
送
っ
た
詠
草
を
遊
歌
が
添
削
し
て
歌

の
姿
が
改
ま
る
こ
と
を
花
が
咲
く
さ
ま
に
た
と
え
て
、
添
削
の
返
送
を
心
待
ち
に
し

て
い
る
と
い
う
歌
で
あ
る
。
そ
の
歌
自
体
の
「
ま
つ
ら
し
」
が
「
を
ぞ
ま
つ
」
に
添

削
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
が
ほ
ほ
え
ま
し
い
。
推
量
表
現
で
は
な
く
係
結
び
を
つ
か
っ

た
強
調
表
現
に
改
め
て
、
遊
歌
の
返
書
を
待
つ
気
持
ち
を
強
め
て
い
る
。
遊
歌
が
幸

弘
の
思
い
に
即
し
て
丁
寧
に
添
削
し
て
い
る
こ
と
の
表
れ
で
あ
る
。
幸
弘
が
自
分
の

詠
草
を
「
吹
き
送
る
風
」
に
な
ぞ
ら
え
て
い
る
の
を
受
け
て
、
遊
歌
は
自
分
の
返
書

を
「
心
な
き
風
」
と
い
い
、
幸
弘
の
歌
の
言
葉
を
「
花
の
色
香
」
に
た
と
え
直
し
て

い
る
。
遊
歌
も
ま
た
敬
意
と
親
愛
の
情
を
こ
め
て
返
歌
を
詠
ん
だ
の
で
あ
る
。
幸
弘

の
遊
び
心
に
遊
び
心
で
答
え
る
遊
歌
の
態
度
は
、
『
朝
陽
館
随
筆
』
に
書
か
れ
た
失

敗
し
て
気
落
ち
し
て
い
る
老
女
を
歌
で
慰
め
る
遊
歌
の
お
お
ど
か
な
や
さ
し
さ
と

通
じ
合
う
も
の
だ
ろ
う
。
藩
主
と
し
て
あ
る
い
は
大
名
俳
人
と
し
て
は
ベ
テ
ラ
ン
で

あ
り
な
が
ら
、
歌
道
に
関
し
て
は
ま
っ
た
く
の
初
心
者
の
幸
弘
が
、
素
直
に
、
そ
し

て
た
の
し
げ
に
遊
歌
に
指
導
を
請
う
て
い
る
よ
う
す
が
伝
わ
る
。 

今
後
さ
ら
に
調
査
を
進
め
、
遊
歌
の
実
像
を
よ
り
詳
し
く
探
り
な
が
ら
、
幸
弘
の
和

歌
活
動
の
実
態
を
追
究
し
て
い
き
た
い
。 

（
文
責
・
平
林
） 

 
 

 
 

 

   
 

 

付
・
翻
刻 

『
詠
草 

一 

寛
政
三
年
』 

 [

書
誌]

 

写
本
一
冊
。
縦
一
九
・
九
糎
×
横
一
五
・
一
糎
。
表
紙 

地
紋
判
別
不
能 

山

吹
色
。
題
簽
「
詠
草 

寛
政
三
年 

一
」
（
左
上
）
。
楮
紙
。
二
四
丁
。

整
理
番
号 

文
書
の
部
第
四
―
二
―
一
号
―
一
。 

 [

凡
例] 

一
、
和
歌
は
三
行
書
き
だ
が
、
翻
刻
で
は
一
行
書
き
と
し
た
。 

一
、
詞
書
は
二
字
下
げ
と
し
た
。 

一
、
旧
字
及
び
異
体
字
等
は
適
宜
通
行
の
字
体
に
改
め
た
。 

一
、
文
字
の
清
濁
は
原
文
通
り
と
し
た
。 

一
、
判
読
不
能
な
文
字
は
〓
と
し
た
。 

一
、
全
て
の
句
の
右
肩
に
長
点
が
付
い
て
い
る
が
、
翻
刻
の
際
は
略
し
た
。 

一
、
丁
の
終
わ
り
の
文
字
の
あ
と
に
〈
」
〉
を
付
け
た
。 

一
、
遊
歌
添
削
部
分
に
つ
い
て
は
朱
書
き
の
書
入
れ
に
傍
線
を
付
し
、
一
首
に 

仕
立
て
直
し
て
別
行
に
一
字
下
げ
の
う
え
書
き
改
め
た
。 

一
、
割
注
に
な
っ
て
い
る
箇
所
に
は
、
〈
／
〉
を
付
け
、
一
字
下
げ
と
し
た
。 

  
[

翻
刻]

 

早
春
霞 

あ
け
そ
め
て
か
は
ら
ぬ
春
や
久
か
た
の
そ
ら
に
か
す
み
の
ま
つ
匂
ふ
ら
ん 

あ
け
そ
め
て
か
は
ら
ぬ
春
や
久
か
た
の
そ
ら
も
み
と
り
に
か
む
の
と
け
さ 

ふ
る
と
し
の
雪
も
け
な
く
に
あ
け
そ
め
て
か
す
み
ひ
と
へ
に
○

は
る
や
た
つ
ら
ん 

ふ
る
と
し
の
雪
け
の
そ
ら
も
わ
か
み
と
り
か
す
み
と
ゝ
も
に
は
る
や
た
つ
ら
ん 

／
○

あ
し
候 

／
雪
も
け
な
く
に
と
は
春
も
ち
と
日
数
／
た
つ
る
様
に
聞
え
候
春
た
つ
る
は
／
ま
た
け
な
く

に
と
い
ふ
そ
ら
は
／
ま
い
ら
す
き
の
ふ
の
ま
ゝ
也 
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棹
姫
の
か
す
み
の
こ
ろ
も
た
ち
そ
め
て
い
く
え
の
春
や
か
さ
ね
来
ぬ
ら
ん 

棹
姫
の
か
す
み
の
こ
ろ
も
た
ち
そ
め
て
そ
ら
も
み
と
り
の
春
は
来
に
け
り 

 

庭
梅 

立
か
つ
る
は
る
を
も
し
ら
ぬ
」
山
さ
と
の
か
せ
に
お
と
ろ
く
庭
の
梅
か
香 

立
か
つ
る
は
る
を
も
し
ら
ぬ
山
さ
と
の
庭
に
い
つ
し
か
に
ほ
ふ
梅
か
香 

春
た
ち
し
日
か
す
や
園
に
し
ら
れ
け
む
軒
も
か
き
ね
も
梅
の
し
た
風 

春
き
て
の
日
か
す
も
園
に
し
ら
れ
け
り
の
と
か
に
に
ほ
ふ
梅
の
し
た
風 

／
春
た
ち
し
日
数
と
は
春
き
て
の
日
数
に
候
へ
と
も
ち
と
み
え
し
と
／
申
せ
は
き
て
と
い
ふ

様
に
き
こ
え
か
ね
候
し
ら
れ
け
む
園
け
ん
と
み
た
／
か
へ
は
園
か
春
を
し
り
た
る
か
と
い
ふ

也
園
は
心
な
き
も
の
ゆ
え
い
か
ゝ
也
梅
の
梢
／
な
ら
は
よ
し
園
に
梅
の
咲
た
る
に
て
人
か
春

の
日
数
を
し
り
た
る
か
た
よ
ろ
し
か
る
へ
し 

人
と
は
ぬ
や
と
さ
へ
か
せ
の
た
つ
き
よ
り
た
か
袖
ふ
れ
て
庭
の
む
め
か
香 

よ
も
き
ふ
の
や
と
さ
に
も
せ
の
さ
そ
ひ
来
て
と
は
る
ゝ
庭
の
花
の
む
め
か
香 

／
閑
居
の
事
を
よ
も
き
ふ
の
宿
／
あ
さ
ち
ふ
の
や
と
な
と
ゝ
申
し
／
四
五
の
句
つ
ゝ
き
お
も

わ
れ
候 

 

柳
露 

し
ら
露
の
玉
の
緒
な
か
く
青
柳
に
く
る
春
こ
と
や
」
み
と
り
そ
ゆ
ら
ん 

／
此
御
詠
御
よ
ろ
し
く
候 

し
ら
つ
ゆ
も
朝
な
〳
〵
に
そ
め
か
へ
て
み
と
り
を
そ
ふ
る
青
柳
の
い
と 

し
ら
つ
ゆ
も
朝
な
〳
〵
に
そ
め
そ
へ
て
み
と
り
ふ
か
む
る
青
柳
の
い
と 

／
そ
め
か
へ
て
い
か
ゝ
也
あ
さ
な
〳
〵 

／
い
ろ
〳
〵
に
そ
め
る
事
あ
る
ま
し
く
候 

春
風
に
と
け
て
み
た
る
○

ゝ
青
柳
の
い
と
よ
り
露
の
た
ま
そ
ち
り
け
る
○ 

春
風
の
ふ
く
に
ま
か
せ
て
青
柳
の
い
と
よ
り
露
の
た
ま
そ
み
た
る
ゝ 

／
○

あ
し
候 

 

夕
帰
雁 

春
の
日
に
何
い
そ
く
ら
ん
夕
こ
え
て
か
す
み
か
く
れ
に
か
へ
る
雁
か
ね 

な
か
き
日
に
何
い
そ
く
ら
ん
く
れ
ふ
か
き
か
す
み
を
わ
け
て
か
へ
る
雁
か
ね 

時
し
る
や
は
な
の
夕
越
」
立
わ
か
れ
う
し
ろ
め
た
く
も
帰
る
か
り
か
ね 

咲
は
な
の
朝
の
夕
立
わ
か
れ
う
し
ろ
め
た
く
も
帰
る
か
り
か
ね 

 

雨
後
花 

雨
は
れ
て
な
か
む
る
遠
の
尾
山
ま
て
花
の
さ
か
り
の
色
そ
こ
と
な
る 

雨
は
れ
て
な
か
む
る
遠
の
山
の
は
に
花
の
さ
か
り
の
色
そ
こ
と
な
る 

咲
し
よ
り
雨
の
あ
し
た
は
こ
と
さ
ら
に
色
も
は
え
あ
る
花
の
ひ
と
も
と 

咲
そ
ひ
て
雨
の
な
こ
り
に
は
い
と
と
な
を
色
も
は
え
あ
る
花
の
ひ
と
も
と 

 

春
神
祗 

い
く
春
も
濁
ら
ぬ
御
代
に
す
み
よ
し
の
神
と
君
と
の
」
す
え
久
し
け
れ 

い
く
春
も
濁
ら
ぬ
御
代
に
す
み
よ
し
の
神
の
宮
居
そ
い
と
ゝ
の
と
け
き 

春
く
れ
は
な
を
色
ま
し
て
さ
か
き
葉
の
葉
毎
に
神
の
め
く
み
と
そ
し
る 

春
く
れ
は
な
を
色
ま
し
て
さ
か
き
葉
の
み
と
り
に
神
の
め
く
み
と
そ
し
る 

い
そ
の
か
み
ふ
る
き
む
か
し
の
あ
と
た
れ
て
い
く
春
栄
ふ
和
歌
の
神
垣 

い
ま
も
猶
つ
き
ぬ
め
く
み
の
あ
と
た
れ
て
い
く
春
栄
ふ
和
歌
の
神
垣 

 

苗
代 

せ
き
入
る
岩
間
の
水
も
は
る
風
に
花
の
浪
よ
る
小
田
の
苗
し
ろ 

せ
き
入
し
な
は
し
ろ
水
も
は
る
風
に
さ
ゝ
浪
よ
す
る
小
田
の
の
と
け
さ 

う
ち
か
へ
し
ね
か
ふ
山
田
の
」
な
は
し
ろ
に
す
ゑ
も
ゆ
た
け
き
秋
そ
ま
ち
ぬ
る 

う
ち
か
へ
し
ま
つ
る
山
田
の
な
は
し
ろ
に
ゆ
た
け
き
秋
や
か
ね
て
ま
つ
ら
ん 

う
ち
か
へ
し
水
せ
き
い
れ
て
小
山
田
の
ひ
く
し
め
縄
に
い
は
ふ
苗
代 
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す
き
か
へ
し
水
せ
き
い
れ
て
小
山
田
の
ひ
く
し
め
縄
に
い
は
ふ
苗
代 

賎
の
男
か
た
ね
ま
き
そ
め
て
は
る
雨
の
そ
ら
に
ま
か
せ
る
小
田
の
苗
し
ろ 

賎
の
男
か
た
ね
ま
く
こ
ろ
の
は
る
雨
に
水
ゆ
た
か
な
る
小
田
の
苗
し
ろ 

山
小
田
の
水
せ
き
わ
け
て
千
さ
と
ま
て
し
め
引
は
え
て
い
は
ふ
苗
代 

小
山
田
に
水
せ
き
わ
け
て
い
く
千
町
み
し
め
引
は
え
い
は
ふ
苗
代 

 

松
藤
」 

常
盤
な
る
松
に
か
ゝ
れ
る
ふ
ち
浪
を
い
く
春
こ
と
の
盛
み
来
ら
ん 

常
盤
な
る
松
の
て
す
ゑ
の
ふ
ち
浪
や
い
く
春
こ
と
に
盛
み
来
ら
ん 

池
水
に
う
つ
ろ
ふ
か
け
や
末
の
松
さ
く
藤
な
み
の
こ
え
ぬ
ひ
ま
な
き 

な
れ
ま
つ
る
春
も
い
つ
し
か
末
の
松
さ
く
藤
な
み
の
こ
え
ぬ
ひ
ま
な
き 

ち
き
り
を
け
十
か
へ
る
花
の
ま
つ
か
ね
に
け
ふ
咲
か
ゝ
る
藤
の
さ
か
り
を 

十
か
へ
り
の
花
を
も
か
ね
て
ま
つ
か
ね
に
け
ふ
咲
か
ゝ
る
や
と
の
藤
な
み 

と
き
は
な
る
汀
の
ま
つ
も
か
け
ふ
か
く
ち
ひ
ろ
の
そ
こ
に
咲
る
藤
波
」 

ま
き
か
け
し
汀
の
ま
つ
の
か
け
ふ
か
く
ち
ひ
ろ
の
そ
こ
に
み
ゆ
る
藤
波 

 

恨
恋 

う
き
事
を
お
も
ひ
か
さ
ね
て
小
夜
こ
ろ
も
う
ら
み
て
の
み
や
ひ
と
り
ぬ
る
ら
ん 

う
き
事
を
お
も
ひ
か
さ
ぬ
る
小
夜
こ
ろ
も
う
ら
み
て
の
み
や
ひ
と
り
ね
な
ま
し 

世
を
う
ら
み
身
を
か
こ
ち
つ
ゝ
と
し
月
を
あ
た
に
く
ら
し
て
い
つ
か
は
つ
へ
き 

う
ら
み
の
み
中
に
か
さ
ね
て
と
し
月
を
あ
た
に
く
ら
せ
る
身
こ
そ
は
か
な
き 

う
き
こ
と
を
お
も
ひ
か
へ
せ
は
こ
と
の
葉
も
今
は
う
ら
み
む
た
ね
と
み
る
ら
し 

う
し
や
ひ
と
色
か
は
り
ゆ
く
こ
と
の
葉
の
今
は
う
ら
み
の
た
ね
と
な
り
ぬ
る 

 

新
樹 

山
の
井
に
う
つ
る
梢
も
」
日
に
そ
へ
て
水
を
み
と
り
の
色
や
ま
つ
覧 

し
け
り
そ
ふ
木
ゝ
の
わ
か
葉
に
か
け
う
つ
る
水
を
み
と
り
の
色
や
ま
つ
覧 

／
新
樹
の
意
か
し 

山
か
つ
の
あ
れ
た
き
す
ゝ
の
や
と
な
か
ら
し
け
る
わ
か
葉
に
雨
も
も
ら
し
な 

山
か
つ
の
あ
る
ゝ
の
き
は
も
夏
木
立
し
け
き
わ
か
葉
に
雨
は
も
ら
し
な 

名
に
め
て
ゝ
み
と
り
や
い
と
ゝ
し
け
む
ら
ん
青
ね
か
み
ね
も
わ
か
は
す
る
頃 

名
に
め
て
ゝ
み
と
り
や
い
と
ゝ
し
け
る
ら
ん
青
ね
か
み
ね
の
木
ゝ
の
わ
か
は
は 

／
御
詠
よ
ろ
し
く
候
て
に
は
／
は
か
り
の
か
る
也 

 

卯
花 

卯
の
花
の
さ
け
る
○

垣
根
は
い
と
ゝ
な
を
も
る
○

月
か
け
も
さ
や
け
か
ら
ま
し
」 

卯
花
の
さ
け
る
垣
根
は
い
と
ゝ
な
を
う
つ
ろ
ふ
月
も
さ
や
け
か
ら
ま
し 

／
の
に
及
す 

籬
に
は
○

雲
か
と
そ
み
る
う
の
花
の
く
る
れ
は
○

月
と
あ
や
ま
た
れ
け
れ
り 

白
雲
の
お
も
か
け
み
せ
し
う
の
花
や
く
る
れ
は
月
と
あ
や
ま
た
れ
け
れ
り 

／
同
字
耳
に
た
ち
／
よ
ろ
し
か
ら
す 

／
く
も
れ
は
月
と
な
れ
は
／
昼
の
内
は
雪
と
み
ゆ
へ
し
／
ま
か
き
に
も
あ
り
て
は
聞
え
か
た

し
候 

雪
と
み
し
よ
し
野
ゝ
里
も
春
過
て
か
き
ね
つ
ゝ
き
に
さ
け
る
卯
の
花 

し
ら
な
み
の
う
ち
よ
す
る
と
や
見
ゆ
る
ら
ん
籬
か
し
ま
に
さ
け
る
う
の
は
な 

し
ら
な
み
の
う
ち
よ
す
る
と
や
ま
か
ふ
ら
ん
籬
か
し
ま
に
さ
け
る
う
の
は
な 

／
此
句
ま
か
ふ
と
あ
る
か
た
す
な
ほ
な
り
／
る
も
し
も
耳
に
た
つ
也 

 

窓
竹 

雨
に
な
を
み
と
り
も
ふ
か
く
色
ま
し
て
幾
世
ふ
る
ら
ん
」
窓
の
く
れ
竹 

／
よ
ろ
し
く
と
ゝ
の
ひ
／
こ
そ
候 

二

い
く
千
世
も
遠
せ
ぬ
一

ま
と
の
三

く
れ
た
け
を
我
起
ふ
し
の
友
と
頼
ま
む 

ま
と
の
前
に
い
く
世
遠
せ
ぬ
く
れ
た
け
を
我
起
ふ
し
の
友
と
頼
ま
む 

／
遠
せ
ぬ
窓
と
い
ふ
つ
ゝ
き
／
い
か
ゝ
と
申
候 
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／
此
御
詠
一
〳
〵
は
御
よ
ろ
し
候 

い
か
て
か
は
○

月
さ
へ
と
は
ぬ
雨
の
夜
に
窓
う
つ
竹
の
お
と
も
あ
ら
ね
は 

淋
し
き
は
月
か
け
も
ら
ぬ
雨
の
夜
に
窓
う
ち
あ
か
す
竹
の
し
た
風 

／
○

あ
し
候 

 

待
蜀
魂 

ほ
と
ゝ
き
す
ま
つ
に
か
い
な
き
雨
の
秋
に
窓
う
つ
竹
の
音
の
み
そ
し
て 

ほ
と
ゝ
き
す
ま
た
ふ
り
い
て
ぬ
秋
な
く
に
窓
う
つ
雨
の
音
つ
れ
そ
う
き 

言
葉
し
て
過
る
日
か
す
の
」
そ
ら
に
ま
つ
か
ひ
も
あ
ら
し
の
や
ま
ほ
と
ゝ
き
す 

 

早
苗 

う
へ
し
よ
り
千
町
の
水
に
影
み
え
て
早
苗
す
ゝ
し
く
風
わ
た
る
な
り 

小
山
田
の
千
町
の
水
に
影
み
え
て
早
苗
す
ゝ
し
く
風
わ
た
る
な
り 

賎
の
女
の
袖
ふ
り
は
え
て
さ
み
た
れ
に
む
れ
つ
ゝ
小
田
の
早
苗
と
る
な
り 

賎
の
女
か
袖
ふ
り
は
え
て
さ
み
た
れ
に
む
れ
つ
ゝ
小
田
の
早
苗
と
る
な
り 

 

寄
草
恋 

わ
す
ら
る
ゝ
身
は
ま
か
な
く
に
恋
く
せ
や
お
も
ひ
の
た
ね
の
」
つ
く
る
日
そ
な
き 

わ
す
ら
る
ゝ
身
も
い
つ
ま
て
か
恋
く
せ
や
お
も
ひ
の
た
ね
の
つ
く
る
日
そ
な
き 

な
か
〳
〵
に
夢
わ
す
れ
し
な
夏
竹
の
葉
す
ゑ
に
む
す
ふ
ふ
か
き
契
り
は 

か
け
て
な
を
夢
わ
す
れ
し
な
夏
竹
の
葉
す
ゑ
に
む
す
ふ
ふ
か
き
契
り
は 

／
初
句
よ
ま
す 

 

聞
郭
公 

ほ
と
ゝ
き
す
き
ゝ
し
よ
り
猶
忍
は
れ
て
い
ま
一
こ
え
を
ま
た
れ
や
は
せ
ぬ 

ほ
と
ゝ
き
す
き
ゝ
し
よ
り
猶
忍
は
れ
て
い
ま
一
こ
え
と
ま
た
や
侍
ら
ん 

晴
か
て
の
雨
の
あ
し
た
の
く
も
ま
よ
り
山
ほ
と
ゝ
き
す
夢
の
み
そ
す
る 

晴
か
て
の
雨
の
あ
し
た
の
く
も
ま
よ
り
山
ほ
と
ゝ
き
す
ふ
り
い
て
ゝ
鳴 

う
き
ひ
と
に
身
を
習
は
せ
の
」
ほ
と
ゝ
き
す
鳴
あ
か
し
つ
ゝ
世
を
忍
ふ
ら
ん 

う
き
恋
に
身
を
習
は
せ
の
ほ
と
ゝ
き
す
鳴
あ
か
し
つ
ゝ
世
を
忍
ふ
ら
ん 

 

皐
月
雨 

か
き
く
ら
し
む
ろ
の
や
し
ま
も
五
月
雨
に
雲
の
け
ふ
り
や
空
に
た
つ
草 

か
き
く
ら
し
む
ろ
の
や
し
ま
の
五
月
雨
は
雲
の
け
ふ
り
や
空
に
た
つ
草 

 

瞿
麦 

床
夏
の
め
か
れ
ぬ
は
な
の
い
ろ
〳
〵
に
庭
も
に
し
き
を
し
く
か
と
そ
み
る 

う
ち
拂
ふ
ち
り
に
は
あ
ら
て
床
夏
の
花
に
を
き
そ
ふ
」
露
の
か
す
〳
〵 

お
ひ
た
ち
し
つ
ゆ
の
恵
み
の
色
そ
ひ
て
妹
の
垣
根
に
咲
し
撫
子 

お
ひ
た
ち
し
つ
ゆ
の
恵
み
の
色
そ
ひ
て
妹
の
垣
根
に
咲
る
撫
子 

／
前
句
御
よ
ろ
し
く
候 

 

蚊
遣
火 

山
も
と
に
ゆ
ふ
へ
の
こ
ろ
も
う
ち
返
し
軒
端
い
ふ
せ
く
か
や
り
く
ゆ
ら
す 

山
も
と
に
ゆ
ふ
へ
の
こ
ろ
も
う
ち
返
し
軒
端
い
ふ
せ
く
く
ゆ
る
か
や
り
火 

い
ふ
せ
さ
の
け
ふ
り
は
き
え
て
夏
の
夜
の
ま
く
ら
に
近
く
き
ほ
ふ
蚊
の
こ
え 

立
そ
へ
し
け
ふ
り
は
う
す
く
ふ
く
る
夜
の
手
ま
く
ら
近
み
き
ほ
ふ
蚊
の
こ
え 

も
し
ほ
た
く
け
ふ
り
は
絶
て
」
浦
人
の
よ
ひ
〳
〵
こ
と
に
蚊
や
り
く
ゆ
ら
す 

も
し
ほ
た
く
け
ふ
り
に
そ
へ
て
浦
人
の
よ
ひ
〳
〵
こ
と
に
く
ゆ
る
蚊
や
り
火 

 

寄
河
恋 

な
み
た
河
そ
て
の
し
か
ら
み
か
け
て
し
も
ふ
か
き
思
ひ
に
せ
し
か
た
そ
な
き 

な
み
た
河
そ
て
の
し
か
ら
み
か
け
て
し
も
ふ
か
き
思
ひ
は
せ
し
か
た
そ
な
き 

／
御
よ
ろ
し
く
候 
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中
〳
〵
に
人
は
し
ら
し
な
あ
す
か
川
つ
ゝ
む
な
み
た
の
渕
と
な
る
と
も 

う
き
中
に
人
は
し
ら
し
な
思
ひ
川
つ
ゝ
む
な
み
た
の
渕
と
な
る
と
も 

忘
れ
な
と
よ
し
や
あ
ふ
瀬
も
中
河
の
た
え
ぬ
な
か
れ
の
す
ゑ
の
ち
き
り
を
」 

忘
れ
し
と
あ
ふ
瀬
も
ふ
か
き
中
河
に
た
え
ぬ
な
か
れ
の
す
ゑ
の
ち
き
り
を 

わ
す
れ
し
な
よ
る
瀬
は
い
つ
と
わ
か
ね
と
も
う
き
中
川
の
す
ゑ
の
契
り
を 

た
の
む
そ
よ
よ
る
瀬
は
い
つ
と
わ
か
ね
と
も
う
き
中
川
の
す
ゑ
の
契
り
を 

来
し
か
た
の
ち
き
り
や
ふ
か
き
お
も
ひ
河
た
ら
ぬ
あ
ふ
瀬
の
末
も
た
の
ま
む 

 

寄
海
恋 

あ
た
人
も
か
く
と
は
し
ら
し
わ
た
つ
み
の
ち
ひ
ろ
の
底
の
深
き
こ
ゝ
ろ
を 

あ
た
人
の
か
く
と
は
し
ら
し
わ
た
つ
み
の
ち
ひ
ろ
の
底
の
深
き
お
も
ひ
を 

 

夏
月 

秋
な
ら
て
さ
や
け
き
影
や
」
し
た
ひ
み
ん
さ
は
る
木
間
も
夏
夜
の
月 

秋
な
ら
て
さ
や
け
き
影
は
な
つ
の
よ
に
さ
は
る
木
す
へ
も
な
か
そ
ら
の
月 

／
さ
は
る
木
も
な
き
は
中
空
の
月
な
る
へ
し
／
夏
は
木
立
茂
れ
は
出
入
月
に
は
／
さ
は
り
か

ち
也 

 

新
秋
露 

お
と
ろ
か
す
か
せ
の
ひ
と
葉
も
ま
た
き
よ
り
ま
つ
散
初
る
浅
茅
生
の
夢 

め
つ
ら
し
く
露
を
き
そ
ふ
る
萩
の
葉
を
た
つ
秋
風
の
ふ
き
な
ち
ら
し
そ 

秋
た
ち
て
ま
た
き
は
つ
か
の
草
の
葉
に
は
や
を
き
そ
ふ
る
露
も
め
つ
ら
し
」 

秋
た
ち
て
ま
た
は
な
も
み
ぬ
も
ゝ
草
に
は
や
を
き
そ
ふ
る
露
は
め
つ
ら
し 

 

旅
行
友 

い
つ
し
か
と
日
数
か
さ
ぬ
る
た
ひ
こ
ろ
も
き
つ
ゝ
か
た
ら
ふ
と
も
そ
し
た
し
き 

た
ち
出
し
日
数
か
さ
ね
て
た
ひ
こ
ろ
も
き
つ
ゝ
か
た
ら
ふ
と
も
そ
し
た
し
き 

ふ
み
分
て
く
る
れ
は
む
す
ふ
草
ま
く
ら
ゆ
め
も
た
ひ
寝
の
と
も
と
こ
そ
み
れ 

ふ
み
分
て
く
る
れ
は
や
と
も
草
ま
く
ら
と
も
に
た
ひ
寝
の
夢
も
む
す
は
ん 

ゆ
き
つ
れ
て
う
き
は
か
は
ら
ぬ
旅
こ
ろ
も
う
ら
な
く
か
た
る
友
そ
頼
も
し 

ゆ
き
つ
れ
て
お
な
し
う
き
ね
の
旅
こ
ろ
も
う
ら
な
く
か
た
る
友
は
頼
も
し 

お
も
ふ
と
も
か
た
り
あ
ふ
て
は
お
の
つ
か
ら
旅
の
な
ら
ひ
の
」
う
き
や
忘
れ
む 

お
も
ふ
と
も
か
た
り
あ
ひ
て
は
を
の
つ
か
ら
旅
の
な
ら
ひ
の
う
き
や
忘
れ
む 

／
御
よ
ろ
し
く
候 

鳴
つ
れ
て
空
ゆ
く
雁
も
し
た
は
ま
し
お
な
し
旅
路
の
友
と
お
も
へ
は 

  
 

萩 

み
る
ひ
と
の
こ
と
葉
の
露
に
道
ふ
か
く
あ
さ
茅
の
萩
の
盛
そ
ゆ
ら
し 

 

庭
槿 

朝
顔
と
お
な
し
籬
に
さ
き
か
え
て
み
る
た
ひ
毎
の
花
も
め
つ
ら
し
」 

朝
か
ほ
は
日
陰
も
ま
た
す
さ
き
い
て
ゝ
つ
ゆ
の
籬
に
花
の
数
そ
ふ 

朝
か
ほ
は
日
影
を
ま
た
す
さ
き
い
て
ゝ
つ
ゆ
の
籬
に
花
も
数
そ
ふ 

 

き
ぬ
た 

我
の
み
か
お
な
し
夜
空
の
こ
ろ
も
き
て
た
か
里
ま
て
も
砧
う
つ
覧 

我
の
み
か
お
な
し
夜
空
の
か
ら
こ
ろ
も
た
か
里
ま
て
も
う
ち
し
き
る
覧 

 

山
月 

秋
か
せ
の
雲
ゆ
き
拂
ふ
山
の
端
に
ひ
か
り
さ
や
け
く
出
る
月
影
」 

秋
か
せ
の
雲
ゆ
き
拂
ふ
山
端
に
ひ
か
り
さ
や
け
く
出
る
月
影 

／
の
に
不
及 

／
御
よ
ろ
し
く
候 

／
山
端
す
へ
て
か
や
う
の
字
の
に
／
不
及
／
梅
の
花 

木
の
本 

天
の
川 

此
た
く
ひ
也 



139 
 

 

河
月 

大
井
河
あ
ら
し
の
山
の
雪
か
と
も
ふ
け
ゆ
く
月
に
し
ら
波
の
た
つ 

大
井
河
あ
ら
し
の
山
に
ふ
る
雪
の
俤
う
か
ふ
月
の
し
ら
波 

 

女
郎
花 

あ
た
し
野
ゝ
あ
た
に
た
つ
名
の
女
郎
花
お
も
は
ぬ
か
せ
に
な
ひ
き
こ
そ
す
れ 

う
ち
み
た
れ
あ
た
に
た
つ
名
の
女
郎
花
お
も
は
ぬ
か
せ
に
な
ひ
く
す
か
た
は 

／
化
し
野
い
ま
は
し
き
／
ゆ
へ
ま
つ
よ
ま
き
ぬ
事
に
／
い
た
し
候 

／
無
常
追
悼
な
と
に
は
／
よ
み
候 

 

夕
虫 

や
ゝ
寒
み
秋
も
す
ゑ
野
ゝ
ゆ
ふ
く
れ
や
色
か
れ
〳
〵
に
む
し
の
鳴
ら
ん
」 

や
ゝ
寒
み
秋
も
す
ゑ
野
ゝ
ゆ
ふ
く
れ
に
色
か
れ
〳
〵
の
む
し
や
鳴
ら
ん 

 

 
 

鹿 

つ
ま
こ
ふ
る
お
の
か
な
み
た
の
つ
ゆ
ふ
か
く
草
ふ
み
分
て
庭
や
鳴
く
ら
ん 

つ
ま
こ
ふ
る
を
の
か
な
み
た
の
つ
ゆ
ふ
か
き
草
ふ
み
分
て
庭
や
鳴
く
ら
ん 

 

名
月 

さ
ら
し
な
の
秋
の
こ
よ
ひ
と
名
に
め
て
ゝ
ち
り
そ
ふ
月
の
影
そ
さ
や
け
き 

／
こ
と
に
句
よ
ろ
し
く
候
／
ゆ
か
上 

／
さ
ら
し
な
の
名
に
あ
ふ
月
の
さ
や
け
さ
も
／
ち
ら
す
こ
と
は
の
露
こ
そ
み
れ
／
ゆ
き
て
み

ぬ
う
ら
み
も
／
は
れ
〳
〵
と
拝
読
奉
り
候 

 

 
 

菊 

う
つ
し
植
て
ち
と
せ
も
爰
に
咲
に
ほ
へ
山
路
の
き
く
の
」
ふ
か
き
根
さ
し
は 

咲
そ
ひ
て
千
代
を
か
さ
ぬ
る
し
ら
菊
や
老
せ
ぬ
花
の
色
に
み
ゆ
ら
ん 

千
ゝ
の
秋
な
せ
と
も
な
は
ん
こ
の
や
と
の
遠
せ
ぬ
菊
の
花
の
さ
か
り
は 

 

十
三
夜 

ま
た
た
く
ひ
な
か
は
も
過
て
長
月
の
か
け
や
も
み
ち
に
ち
り
ま
さ
る
ら
む
」 

／
御
よ
ろ
し
く
候 

（
文
責
・
竹
中
）    
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